
アグリボこよみ
― 作物別使用方法 ― ば ら

地下1mまでの根張りが勝負！
ばらは土壌条件によって生育が大きく変わります。
根群が80cmから1mに達するまでの障害を出来るだけ除去してあげるのが、
栽培のコツ。堆肥の活用や排水管理を考え、発根促進に気を配りましょう。

栽 培 暦 アグリボEX 森 羅 ワ ン ポ イ ント

定 植 定植後

7日間隔2回
2,000倍 株元潅水

施用
活着を促進し、
採花母枝を丈夫にする。

枝伸長期
7日間隔2回

100坪当たり
50g

潅水施用 節間を詰め、
徒長を防止する。

摘 心 摘心後

10日間隔3回
1,000倍 葉面散布 根傷みを防ぎ、

株を作り上げる。

薬 剤
散 布 時

1,000倍 葉面散布
（ 混用 ）

窒素の消化を速め、
病気が蔓延しにくい体を作る。

水耕・ロックウール
栽培では、潅水剤「森羅」を
使用してください。循環式の場合は
10,000倍希釈 (100ppm)。
かけ流し式の場合は100坪当り
50gです。

ステムの長さを確保
しようとすると、どうしても
ステム自体が軟弱化しやすくなり
ます。そんな時は、展着促進材入り
カルシウム剤「ヤワラ」の定期散布
で、組織細胞を丈夫に育てよう！

ブラインド予防に！
ブラインドは、日照条件が大きく関与
します。日照不足時は光触媒入りの
「アグリボ3」をご活用ください。

天候不順が予想される場合、「アグリボEX」の代わりに
“光触媒 ”入り「アグリボ3」の3,000倍希釈液の散布
が有効です。
「アグリボEX」や「アグリボ3」を葉面散布する際
“展着促進材” (界面活性剤・トレハロース)入り「ヤワラ」を
1,000倍希釈相当で加用すると、散布液の展着性向上に
効果的です。
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